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「ことば」について

科学的・総合的に考えることの

面白さや大切さなどを、

皆さんにもっと知ってもらいたい。

そういう思いから

『国語研 ことばの波止場』を

全面リニューアルしました。

ことばについて、

さまざまな話題をお伝えしていきます。

リニューアル後最初となる特集では、

私たち

国立国語研究所を紹介します。

施設
地上 4階・地下1階建て

国立国語研究所とは
日本語や社会における言語生活を科学的・
総合的に研究し、その成果を広く社会に提
供することを目的とした研究機関です。

略称は国語研
英語名称はNational Institute for Japanese 
Language and Linguistics。英語の略称は
NINJAL。ニンジャルと読みます。

設立
1948（昭和 23）年設立で、70年以上の歴
史があります。創立時は明治神宮聖徳記念
絵画館（東京都新宿区）の一部を借用して、
研究員 30人、庶務部 5人で業務を開始し
ました。

所在地
東京都立川市。東京都千代田区一ツ橋、北
区西が丘を経て、2005年に移転しました。

職員数　2022年 4月1日現在

160人（所長1、教授13、准教授10、助教 3、
事務・技術職員30、非常勤職員103）

研究図書室
日本で唯一の日本語に関する専門図書室
です。日本語と外国語の図書約16万冊、
雑誌約6,000 種を所蔵しています。

貴重書庫
研究図書室の奥にある、大正時代以前の
貴重な資料を保管している書庫です。い
くつかの資料はウェブ上で画像を公開し
ています。

研究資料室
『日本言語地図』作成時の原カードや言語
調査の調査票・収録音源、コーパス作成
時の書籍や雑誌の原本、音声実験に用い
た装置などを保存しています。

国語研のロゴマーク
言語の「言」の文字を使い、
しなやかでみずみずしい
言葉の「葉」がさわやか
な風にそよいでいる様子
を図案化したものです。
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日本では明治以来、「国語国字問題」
が議論されており、第二次世界大
戦が 1945年に終結すると、国語
に関する研究機関の早期設置を望
む声がさらに高まりました。それを
受けて、1948年12月20日に「国
立国語研究所設置法」が公布・施
行されました。第一条には「国語及
び国民の言語生活に関する科学的
調査研究を行い、あわせて国語の合
理化の確実な基礎を築くために、国
立国語研究所を設置する」とありま
す。

国立国語研究所 

誕生

1948 年

1948

文化庁の所轄機関から独立行政法
人に移行すると同時に、英語名称
を「National Language Research 
Institute」から「National  Institute 
for Japanese Language」に変更し
ました。

独立行政法人
となる

漢字情報処理
のための調査研究

2001 年

2002 年

人間文化研究機構の設置する大学共
同利用機関となりました。英語名称
に「言語学」を意味する「Linguistics」
を追加して「National Institute  
for Japanese Language and 
Linguistics」に変更しました。

大学共同利用
機関となる

2009 年

外来語の実態調査をもとに、公共性
の高い場で使われている分かりにく
い外来語を解説し、その言い換え案
を提案しました。

国の電子政府推進の一環である「汎
用電子情報交換環境整備プログラ
ム」（2002 〜 08年）において戸籍
や住民基本台帳で使われている漢字
を調査し、コンピュータで漢字を扱
うための JIS 規格の文字コード情報
などを付与した漢字情報データベー
スを構築しました。

外来語言い換え

提案（〜 2006 年）

2003 年

当時、大学の国語学の研究室では、
現代の話し言葉や書き言葉はほとん
ど研究されていませんでした。国語
研では、「言語生活」というキーワー
ドを掲げ、その時々の生活の中で用
いられる言葉の姿や働きの研究に取
り組みました。

月刊雑誌
『言語生活』創刊

1951 年

1950
1970 2000

2010
2022

言語生活研究の成果を広く発信し議論
を深めるため、国語研が監修する月刊
雑誌を筑摩書房から発行。1988 年の
休刊まで 436 号が発行された。

明治神宮聖徳記念絵画館の一部を借用
して業務を開始

言語地図は、ものの名前や生活の中
で使う言葉について、各地の方言で
の形や発音を調べて地図上に示した
もので、地理的分布に基づいて言葉
の変化や体系を分析するための基
礎資料となります。『日本言語地図』
は言語地理学の手法に基づいて作
成された初めての全国的な言語地
図です。

『日本言語地図』
全6集刊行（〜 1974 年）

1966 年

言語地図を作成している様子。言葉の
形を記号で表したゴム印を白地図に手
作業で押していく。1989 〜 2006年
に刊行した『方言文法全国地図』（全
6集）の第5集から、地図作成にコン
ピュータを導入した。

岡崎市における敬語と敬語意識の
調査は 1972年と 2008年にも行っ
ており、55年の経過に伴う変化を
科学的に分析することが可能になり
ました。大規模で長期にわたって繰
り返して行われた調査は世界的にも
まれです。

愛知県岡崎市での

敬語調査開始

敬語調査の様子

新聞3紙を対象とした語彙調査の
データ処理には、1966年に導入さ
れた大型電子計算機を用いました。
大型電子計算機はまだ理工系の研
究所でも珍しく、また大型電子計算
機で大量の漢字情報を処理すると
いう課題に取り組み、成果を出した
のは国語研が世界で最初です。

『電子計算機
による新聞の語彙調査』刊行

1970 年

1966年に導入された大型電子計算機
HITAC 3010

質・量ともに世界最高水準の話し言
葉のデータベースで、情報通信研究
機構（旧・通信総合研究所）および
東京工業大学と共同開発しました。

「日本語

話し言葉コーパス」
公開

2004 年

収録された音声の書き起こしと分析を
行っている様子

医療関係者などと共同で、病院で使
われている言葉を分かりやすく言い
換えたり説明したりする具体的な工
夫について提案しました。

病院の言葉を

分かりやすくするための提案

2007 年

市販書籍としても刊行

日本各地の方言が消滅の危機に瀕
していることから、それらの記録を
作成し、言語の特徴を分析するとと
もに、各地の継承活動の支援を行っ
ています。

消滅危機言語・
方言の調査研究の開始

2009 年

「危機的な状況にある言語・方言サミッ
ト（奄美大会）・与論」の様子（2016年）

現代日本語の書き言葉の全体像を
把握するために、書籍全般、雑誌
全般、新聞、白書、ブログ、ネット
掲示板、教科書、法律などのジャン
ルにまたがって１億430万語のデー
タを格納しています。現在、日本
語について入手可能な唯一の均衡
コーパスです。

「現代日本語書き言葉

均衡コーパス」を

公開

2011 年

ウェブサイト「少
納言」では、「現代
日本語書き言葉均
衡コーパス」のデー
タを検索できる。

研究成果を国際的に発信するため、
言語学関係の出版社として世界を
リードする De Gruyter Mouton
社から『Handbooks of Japanese 
Language and Linguistics Series』

（日本語研究英文ハンドブックシリー
ズ）の刊行を開始しました。

国際出版シリーズ
刊行開始

2015 年

全12巻を予定

大学などに日本語教師を養成する
課程がほとんど設けられていないこ
ろから、日本語を母語としない人を
対象とした日本語教育の研究や日本
語教師研修に取り組み、映像教材
の開発・普及、研修プログラムの実
施、ブックレットの作成などの活動
を行ってきました。

日本語教育部

設置

1974 年

日本語教育の映像教材の制作風景

漢字情報データベースには異体字も多
数収録されている。図は「辺」の異体
字の例。

女性向けの雑誌2誌から延べ 20万
語を選んで言葉の使われ方を分析
しました。標本の抽出には進んだ統
計技術を用いており、語彙調査の手
法の基礎を築きました。これ以降、
雑誌の種類を増やした調査や、新
聞、教科書、テレビ放送を対象に
した調査へと続いていきます。

『現代語の語彙調査：

婦人雑誌の用語』刊行

1953 年

日常の家庭生活用語、特に衣食住に関
する語彙について分析するため、女性
向けの雑誌を調査対象とした。

方言の実態や共通語化の進行に関
する調査を、伊豆諸島八丈島を皮
切りに、福島県白河市、山形県鶴岡
市、北海道で順次開始しました。中
でも鶴岡調査は統計数理研究所と
連携して定期的に行っており、ほぼ
20年ごとに第4回まで実施してい
ます。

共通語化調査
を開始

1949 年

八丈島での調査の様子

誕 生 か ら の 軌 跡

実際に使われた言葉を大量かつ体系的に収集し、研究用の情報を付与してさまざ
まな検索ができるようにした、言葉のデータベースです。国語研は日本におけるコー
パス構築の先駆的役割を果たし、現在、10 種類以上の多様なコーパスを構築して
います。言語学以外のさまざまな分野の研究や産業界でも利用されています。

コーパス
とは
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国 語 研 で は こ ん な 研 究 を し て い ま す 。

　皆さんは会話の中で、「私」を「ワタシ」
と話していますか？ 「アタシ」と話してい
ますか？ 「言った」は「イッタ」と「ユッタ」
のどちらですか？ 
　国語研では、「コーパス」という言葉の
データベースの構築を進めています。コー
パスの構築では、実際に使われた言葉を
大量かつ体系的に集め、研究用の情報を
付けていきます。地道でとても大変な作
業ですが、コーパスは言葉の使われ方の
分析など言語研究に欠かせないものです。
国語研ではこれまでに、書き言葉、話し
言葉、日常会話、方言、歴史資料の言葉、

日本語学習者の言葉などのコーパスを構
築し、公開してきました。
　「日本語日常会話コーパス」には、約
200時間、862人の会話が集められてい
ます。そのコーパスで調べた結果、「ワタ
シ」より「アタシ」、「イッタ」より「ユッタ」
と話していることが分かりました。
　国語研ウェブサイトのコーパス検索ア
プリケーション「中納言」にはさまざまな
コーパスが公開されていて、ユーザ登録
をしていただくことでどなたでも利用でき
ます。気になる言葉の使われ方を調べて
みませんか？

　「雨」と「飴」はどう発音しますか？ 共
通語では雨は「ア」を高く、飴は「メ」を
高く発音します。日本語では、どこを高く
発音し、どこを低く発音するかというアク
セントが単語ごとに決まっていて、単語の
意味を区別する働きをしています。ただし
アクセントは地域ごとに異なっており、日
本本土の方言についてはアクセントの分
布がかなり明らかにされています。
　琉球列島にも多くの方言がありますが、
アクセントの研究は十分ではありません。
国語研では、琉球語諸方言のアクセント
の調査研究を進めています。琉球語諸方
言のアクセントには聞き取りの難しいもの
も多く、耳で聞いただけで発音の高低を
区別するのには限界があります。そこで、
録音した音声をコンピュータで音響分析
してアクセントを正確に捉える手法を取り
入れています。この手法は、文末の声の
上がり下がりによって文の意味を表すイ
ントネーションの研究にも役立ちます。質
問をするとき、共通語では文末が上がり

ますが、琉球語諸方言には文末が下がる
ものもあります。
　琉球列島の言葉は日本本土の言葉（日
本語）とずいぶん違いますが、「音」に注
目すると規則的な対応関係があることが
分かっています。琉球語諸方言のアクセ
ントやイントネーションを調べ、日本語と
の違いがいつどのように生まれたのかを
調べることは、日本語のルーツをたどるこ
とにもつながります。

　「国語研では日本語の研究だけをしているのです
か？」と聞かれることがあります。実は、国語研では
世界のさまざまな言語を研究しています。さまざま
な言語と日本語を比較対照して類似点や相違点を分
析することで、日本語という言語の性質について理
解を深めることができます。そのために、さまざま
な言語の研究者と国際的な共同研究を行っています。
　例えば、ペアとなっている自動詞と他動詞の関係
について研究してきました。日本語には「沸く／沸か
す」のように自動詞と他動詞のペアが多数あります。

そうしたペアには一方からもう一方が生まれたもの
があり、そのような動詞を「使役交替動詞」と呼び
ます。私たちはいろいろなペアについて、自動詞から
他動詞が生まれたのか、他動詞から自動詞が生まれ
たのかを、言語ごとに調べています。「沸く／沸かす」
については、日本語では自動詞から他動詞が生まれ
ており、ほかの多くの言語も同じであることが分かり
ました（地図中の赤色）。
　このように世界のさまざまな言語を比べることで、
人間言語の特徴の理解にもつながります。

言葉の使われ方が分かる
データベースを構築し、
公開しています。

琉球列島の諸言語・諸方言のアクセントについて、
音響分析も取り入れて調べています。

世界のさまざまな言語と比べると、日本語の特徴や起源が見えてきます。
▲「私」と「言った」の会

話中の話し方（「日本語日常
会話コーパス」による）

▲日本本土におけるア
ク セ ン ト 体 系 の 分 布。
同じ色が塗られている
地域は、類似した体系
を持つ。金田一春彦氏
作図による（『新明解日本
語アクセント辞典』三省堂、
2001 年に基づいて作成）。

▲コーパス検索アプリケーション「中納言」では、11 種
類のコーパスのデータを検索できる（要ユーザ登録）。

▲

琉球列島宮古島の池
間方言は、耳で聞いた
だけではアクセントの
違いを区別することが
難しいものがあるが、
音響分析を行うと発声
の高低を正確に捉える
ことができる。

▲「沸く／沸かす」の派生関係
を表した使役交替言語地図。赤
色は自動詞「沸く」から他動詞

「沸かす」が派生、緑色は他動
詞から自動詞が派生、黄色は両
方向の派生が見られる両極型、
青色は自動詞と他動詞が同じ、
紫色は別の語彙を用いて表現す
る言語を示す。使役交替言語地
図のウェブサイトでは約30 の
ペアについてのデータを見るこ
とができる。

ワタシ
42%

イッタ
36%アタシ

58% ユッタ
64%

意味：西もない

意味：錐
きり

もない

意味：海もない

　言語を研究する方法の一つにフィールドワークがあります。各地のさまざまな場所
を訪れ、現地の人々に直接お話をうかがって、言葉を記録させてもらいます。許可
が得られれば、録音や録画を行います。特に日常会話では、音声だけでなく視
線や身振りといった身体の動作も重要な役割を果たします。そのため 360度
の撮影が可能なカメラを使用することもあります。
　調査では、基礎的な語彙の聞き取りから始めます。「頭」「足」など体を表
す言葉や「雨」「風」など天気を表す言葉など、日常の言語生活に必要で使
用頻度の高い言葉について、地域の言葉で何と言うかを一つずつ聞いていき
ます。さらに、「雨が降っている」などの文について地域の言葉で何と言うか、
聞き取りを行います。右の写真は、青森県野辺地町での調査の様子です。こ
の地域で使われている南部方言では、「頭」は「あだま」、「雨が降っている」は「あ
めふてら」と言うことを教えていただきました。この方は料理の先生だったこと
から、郷土料理もたくさん教えていただきました。現地の人々と交流し、普段の
生活の中で使われている言葉に触れることがとても大切です。
　こうしたフィールドワークで得られた貴重なデータを研究者たちで共有するため、ま
た地域の人々が閲覧できるように、調査データのアーカイブ化を進めています。

さまざまな場所を訪れ、現地の人々にお話をうかがい
言葉を記録させてもらっています。

▲青森県野辺
地町での調査
の様子
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おはよごす
（青森県弘前市）

おはよーがんす
（群馬県下仁田町）

おはよござんす
（富山県富山市）

おはよう
（共通語）

おはよーさーん
（奈良県五條市）
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　海外での日本語学習者はおよそ 380万人と言われ、アジア
を中心に増加しています。国語研では、海外の日本語学習者が
どのようにして日本語を習得しているのかを調査しています。
　調査は、日本の大学院への進学や日系企業への就職も多い中
国・台湾・ベトナム・韓国・タイなどの大学生約600名（当初）
を対象に、入学から卒業までの 4年間にわたって行います。対
象者には、国語研が開発した「EssayLoggerTS」というソフ
トウェアを使って作文を書いてもらいます。日本語学習者の作
文の分析研究はこれまでも行われていますが、書かれた作文に
ついてしか分析できませんでした。皆さんも作文を書くとき、
意図が伝わる表現になるように何度も書き直すでしょう。この
ソフトウェアを使うと、どの部分から書き始めるのか、どのよ
うに書き直しているのか、どの部分に時間がかかったのかなど
が記録されます。それを分析することで、日本語学習者にとっ
て作文を書くときにどのような点が難しいのか、また継続的に
調べることでどのように作文能力が発達していくのかが分かり
ます。
　そのようにして 4年間かけて収集した約5,400本の作文か
ら成る作文縦断コーパス＊を構築し分析することで、日本語学
習の効率的な方法の提案につなげていきます。一部の学習者に
は並行してインタビュー調査も実施しており、談話縦断コーパ
スを構築し、作文能力と談話能力の発達過程の関係を明らかに
することも目指しています。

海外の日本語学習者は、どのように
日本語を習得しているのかを
調査しています。

＊�縦断コーパスは特定の対象の
データを時間をかけて継続的
に収集したもの。同時期に広
範囲の対象のデータを収集し
たものは横断コーパスという。

▲ オンラインでの
作文調査の様子（ベ
トナム）。1年に 3
回、4年間にわたっ
て調査を行う。

▲作文調査に使用するソフトウェア「EssayLoggerTS」の画面。日付、時間、
入力した文字、修正した記録などのデータが記録される。母語で入力した
作文から執筆意図を探り、日本語の誤用を分析する。

　日本語と一口に言っても、地域によって言葉の形や使い方が異なります。例え
ば朝のあいさつも地域によってさまざまな言葉が使われてきました。
　しかし近年、日本各地の方言が急速に変化し失われてきたことから、伝統的な
方言を記録するため、文化庁は 1977 〜 85年に「各地方言収集緊急調査」を行
い、日本全国約230地点で談話や民話を収録しました。そのときの調査結果であ
る約7,500本のカセットテープと、方言音声を文字起こしして共通語訳を付けた
約2,000冊の手書き原稿が、国語研に所蔵されています。これらは伝統的な方言
の実態を知ることができる貴重な資料であることからデジタル化が進められ、一
部は『全国方言談話データベース 日本のふるさとことば集成』（全20巻）として
2002 〜 08年に刊行されています。しかし、大量の資料が未公開のまま残され
ていました。
　そこで、貴重な資料をもっと活用できるように「日本語諸方言コーパス」を構
築し、2020年に公開を開始しました。各地でどのような方言が使われているか
を音声でも文字でも確認できて、検索は方言と共通語の両方で可能です。2022
年4月現在、80時間の方言音声が収録されており、今後もデータを追加していき
ます。コーパス検索アプリケーション「中納言」のユーザ登録をすると利用でき
るので、ふるさとの言葉や旅先で耳にした言葉を調べてみませんか？ 

失われつつある日本各地の
方言の記録を公開。
ふるさとの言葉を聞いてみませんか？

▲さまざまな地域の朝
のあいさつ。「日本語
諸方言コーパス」で共
通語「おはよう」を検
索した結果の例。

　国語研では、日本語・言語研究のための基礎資料やデータなどを整備し、広く
社会に提供しています。学術研究や教育活動の成果や学術的資料もウェブサイト
で公開しており、その中には日本語教育関係の資料も含まれています。
　国語研では、1974年から 83年にかけて『日本語教育映画 基礎編』を制作し
ました。日本語教育のための専用映像としては最も早い時期に制作された教材で
す。さらに『日本語教育映像教材 中級編─伝えあうことば』（1986 〜 89年）と

『日本語教育映像教材 初級編─日本語でだいじょうぶ』（1993 〜 95年）も制作し、
映像を活用した日本語教育の指導方法の普及をワークショップなどで推進してき
ました。
　これら 3種類の映像教材のデジタル化を進め、2022年3月からデータ配布を
開始しました。利用申し込みをしていただくことで、映像をご覧いただけます。
あわせてシナリオ集と語彙表をテキスト化し、関連教材とともに「学術情報リポ
ジトリ」などで公開しています。日本語教育の現場はもちろん、日本語教材の開
発史、教材分析、談話分析などの研究に活用されることを期待しています。

日本語教育にいち早く取り組み、
映像教材のデータ公開も
始めました。

▲『日本語教育映画 基
礎編』第1巻のタイトル
画像。基礎編は 30巻か
ら成り、初級段階で導入
される文型を用いた会
話を映像化している。

▲『日本語教育映像教材 初級編─日本語でだいじょうぶ』の場面の
例（映像をイラスト化した）。勉強、友達、仕事、恋人というストー
リーで、さまざまな場面での会話を取り上げている。

　言葉や言葉の使われ方は変わっていきます。国語研では、同じ場
所で同じ内容の調査を一定の間隔をおいて調査することで、言葉の
使われ方がどのように変化したのか、地域の方言がどのような過程
を経て標準語化したのかなどを調査し、研究しています。
　その一つが、統計数理研究所と共同で愛知県岡崎市において行っ
ている敬語と敬語意識に関する調査です。これまでに 1953年、
1972年、2008年の 3回実施しています。その結果を見ると、55
年間で敬語と敬語意識がどのように変化したかが分かります。例え
ば「家庭内の年長者等に敬語を使うべきだ」という意識を持ってい
る人の割合は、すべての年齢層で減少してきています。2008年の
第3次調査では、年齢層が低いほどその割合が低くなる傾向があり、
10代では 0％でした。親に対して友達と同じように話す人が増えて
きた、と感じている人もいるのではないでしょうか。それが定点・
経年調査のデータにはっきり表れています。
　国語研では、山形県鶴岡市などでも定点・経年調査を行っています。
言語の定点・経年調査は世界的に見ても珍しく貴重です。

言葉はどう変わっていくのか？
同じ場所で繰り返し調査して
分析しています。

▲愛知県岡崎市の敬語と敬語意識に関する調査において「家庭内の年長者等に敬
語を使うべきだ」という意識を持っている人の割合の変化

すみません。
あかまつしょう
はどこですか。

さあ。

このへんなんで
すけどねぇ。

ええ、ええ、
赤松小。

ええ、ええ。

あかまつしょう、
ですか。

ああ、それじゃあ、
あのかどを右にま
がって……

あ、小学校で
すか。

張さん（中国人、
日本語学校学生）


















